









































































（名詞、動詞など）に付くものだ。たとえば、 ayarn （鶏）、 rurnah （家）などは語葉
としての意味を持ってるものであり、 Di （に、で）、 Pun （も） Ke （へ）、 Pada 
（に） Dari （から）、 Daripada （より）、 Untuk （ために、に）、 Supaya （の





-Say a belajar bahasa Jepang di universitas Hiroshima. 
（私） （勉強する） （言語） （日本） （で） （大学） （広島）
私は広島大学で日本語を勉強する。
ー Dodo pergi ke pasar untuk rnernbeli sayuran 
（ドド） （行く） （へ） （市場） （に） （買う） （野菜）
ドドさんは市場へ野菜を買いにいく。
-Ange adalah rnahasiswa yang datangdari Sikka. 




(Yurni) （ワ (Jira) (dengan) (berbicara) 
Yurni berbicara dengan Jira. 
増谷さんはプダックの会社に勤めている。
(Masutani) (") (Pudak) (perusahaan) (di) (bekerja) 
Masutani bekerja di perusahaan Pudak. 
太郎君はパスの中ですりに財布を盗まれた。
(Taro) (') (bis}(') (dalarn) (di) (pencopet) (oleh) (dornpet）「）
(dicuri) 
Dornpet Taro dicuri oleh pencopet di dalarn bis. 
上の例に見るように、インドネシア語では助詞（di,ke, un tuk,d ari）が名詞の前に置かれて
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係に立ち得るほかのものとの関係に言及する語である。副助詞には ばかり（s aj a ）、ま









に続けていく助調。ば（biI a ）、て（ karena）、ても（meskipun）、ところが（akantetapi)





対等の関係で前の語に連続することを示す。と（dan ）、や（ dan ）、やら（ dan）、に













1.a. Saya memberi pinjam pensil pada dia. 
（私） （あげる） （貸す） （鉛筆） （に） （彼／彼女）
私は彼に鉛筆を貸してあげる。
b. Saya memberi pinjam pensil untuk dia. 
（私は） （あげる） （貸す） （鉛筆） （に） （彼）
私は彼に鉛筆を貸してあげる。
2.a. kami pergi ke pantai tetapi Dodo tidak pergi 
（私達） （行く） （へ） （海岸） （が） （ドドさん） （否定詞） （行く）
私達は海岸へ行くがドドさんは行かない。
b. Kami pergi ke pantai sedangkan Dodo tidak pergi 




上の例では、 1.a. におけるインドネシア語の助調のpad aは 1.b.のようにuntukに換えるこ
とができる。上記の文におけるpad a と untuk はほぼ同じ意味を持っている。インドネシア
語では同じような意味を持つpartikelがいくつかあり、ほかのpartikel と文章の意味を変






(say a）ド）（Kahori) (pada) (surat) (') (menulis) 
Saya menulis surat pada Kahori. 
私はかほりへ手紙を書く。
(saya) （・） (kahori) (ke) (surat) （・） (menulis) 
Saya menulis surat ke Kahori 
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